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今後の方向性

・佐久地域のサイクルコースやラックについて積極的に情報発信し、佐久地域のサイクルツーリズムの推進
を図る。
・小海線沿線地域活性化協議会が行う「小海線アクティビティ優先車両運行事業」での取組みと連携し、車
両への自転車乗り込みなどを行うことで、サイクルツーリズムの新たな活用を検討する。
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【実績】
・事業者にサイクルラック10基の木部表面研磨、塗装、ネジとボルト締め付け調整をしてもらい、利用者が安
全かつ安心して使用できる状態にした。
・サイクルラックのメンテナンスについて県ブログに掲載し、ラックの設置場所と積極的な利用について情報発
信した。ブログの視聴は128回で、多くの方にサイクルラックについてPRできた。
※メンテナンス対象だった「八千穂高原自然園」でのラックが雪の影響により回収できなかったため、１基減の
10基に変更。
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10基
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330,000サイクルラックのメンテナンス
特に損傷が激しい10基にメンテナン
ス（塗装等）を実施。
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　長野県一周ルートを推進する「Japan Alps Cyclingプロジェクト」に連動して、佐久地域にサイクル
ツーリズムを定着させるため、佐久地域の魅力を盛り込んだ推奨ルートの作成と利活用により、サ
イクルツーリズムの推進を図る。

現 状 と
課 題

・佐久地域は、ヒルクライム等の自転車イベントが複数定着しており、また、地域のほとんどの場所
で浅間連峰や八ヶ岳の眺望がきき、サイクリングにとって絶好のロケーション。令和３、４年度に佐
久地域産カラマツ材を使用したサイクルラックを計31基製作。管内の休憩スポット等に設置してい
るが、野ざらし状態のものが多く、特に令和３年度製作のラックは劣化が進んでいる。
・ラックは佐久地域でのサイクルツーリズムに必要不可欠であり、県内外の多くのサイクリストが快
適かつ安全に利用できるためにはメンテナンスが必要。

内 容

( 変 更 後
の 内 容 )

・特に劣化が進んでいるラック11基を適切にメンテナンスし、サイクリストが安全かつ快適に利用で
きる状態にすることで、佐久地域でのサイクルツーリズムの推進を図る。
・メンテナンスに合わせ施設管理者に利用状況やサイクルツーリズムに関するご意見を聞き、サイ
クルラック(※)の設置場所変更の検討や多くの方に使用いただきやすいような取組を検討する。
・メンテナンス後は、再度魅力発信ブログにより再度情報発信を行い、周知を行う。
※サイクルラック：スポーツタイプなど自立が困難な自転車を整理して駐輪するためのスタンド設備

【メンテナンス対象基設置場所】
立原高原キャンプ場駐車場、レストハウスふるさと、ナナーズ川上店、ベジタボールウィズ、レスト
ラン最高地点、ジオヒルズワイナリー、パチャママ、布引観音駐車場、古民家 ごはんとおやつ ふる
さと、ヘルシーテラス佐久南

【メンテナンス期間】
１月20日～３月21日

事業期間

地域振興推進費事業計画・自己評価書　
提  出  区  分

令和６年12月 令和７年３月

実 施 機 関 佐久地域振興局 担
当
課

商工観光課

事 業 名 佐久っとサイクルプロジェクト事業
0267-63-3157、3158

横断的な課題

地域重点政策

sakuchi-shokan@pref.nagano.lg.jp

整理番号 10 課題区分

（単位：円）

Ｃ

「佐久の産業は粒ぞろい」未来につなげる産業づくり

佐久地域振興局「佐久の産業は粒ぞろい」未来につなげる産業づくり

330,000

実績額

達 成 状 況成　果　指　標

情報発信(佐久っと通信ブログ)における閲覧数

目標値

11基

100以上 128

メンテナンスが完了したラック数 達 成

一部達成

未達 成

達 成

一部達成

未達 成
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